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　　　 候変動は、国際社会が一体となって直ちに取り組む  
　　　 べき重要な課題です。温室効果ガス（二酸化炭素・一
酸化二窒素・メタン・フロン等）の排出量は現在、史上最高水
準に達しており、18 世紀の産業革命から現在までに世界の平
均気温が約 1 度上昇しています。

気

みんなの目標
SDGs

第15 回
まったなし
気候変動

世界をよりよく変えるための「持
SDGs

続可能な開発目標」。
国連サミットで採択された、2030 年までに達成を目指す目標です。

「世界を変える！？」なんて、自分には関係ないと感じるかもしれません。
でも、あなたのほんの少しの意識と工夫で暮らしや働き方が変わり、
一人ひとりの行動が、世界を変える第一歩になるのです。
SDGs は政府が推進し、いま、自治体・企業・地域へと広がっています。

みんなの目標：その 13
「気候変動に具体的な対策を」

気候変動とその影響に立ち向かうため、
緊急対策を講じる。

参考：環境省・外務省 HP、国際連合広報センター HP

イラスト・九間ハート

【私たちが日常でできること】【私たちが日常でできること】
◆地球温暖化について学んでみよう！
　これまでの経過を知り、これからすべきことを認識しよう！
　自然災害に備えることも、温暖化対策です！

問　企画課　行政経営係

◆ごみを出さない（Reduce）、繰り返し使用する（Reuse）、資源
　として再利用する（Recycle）の【３R 実践】により、資源やエ
　ネルギーの無駄を減らし、ごみの減量を図ることで、温室効果ガ
　スの削減に努め、地球温暖化の防止を図ります。（生活環境課）
◆森林や農地の適切な維持管理、農業用施設の強靭化を推進し、良好
　な環境を保持していくことで、気候変動等による悪影響を最小限に
　抑制するなど、自然災害等から地域を守る対策を講じます。（農林課）

【小諸市ができること】 【小諸市ができること】 （第 11 次基本計画より、一部紹介）

　　　 015 年 12 月にパリで開催された「第 21 回 国連気候変動
　　　 枠組条約締約国会議（COP21）」では、2020 年以降の温
室効果ガス排出削減等のための新たな国際枠組みについて全ての
国の合意のもと「パリ協定」が採択され、「気温上昇を２℃より低
く1.5℃に抑える努力をすること」が世界共通目標とされました。
　日本も長期戦略の最終到達点として、「脱炭素社会＝2050 年ま
でに温室効果ガスの排出量から、植林、森林管理などによる吸収
量を差し引いて、排出量を実質ゼロとする、カーボンニュートラル
を目指す」ことを宣言しています。
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